電波を音で聞いてみよう

〜テルミンの原理〜
財団法人 雑賀技術研究所　  上保徹志，宮本晋吾
●どんな実験なの 

ラジオ、テレビ、携帯電話など私たちの身の回りには電波（正確には電磁波といいます）を使っているものがたくさんあります。テルミンという楽器もその一つです。テルミンを通じて電波を実感してみましょう。

· 用意するもの
発振器、AMラジオ

●どうやって遊ぶの

二つの発振器から同じ周波数の電波が出るようにセットします。次に、片方の発振器のアンテナに手を近づけます。そうすると、その発振器の周波数が少し低くなり、二つの発振器の周波数に差ができます。これをＡＭラジオで聞くとその周波数差が音として聞こえます。手を近づけるほど周波数の差が大きくなり、聞こえる音が高くなります。これがテルミンの原理です。電波をうまくコントロールして一曲演奏してみてください。
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●気をつけること
発振器は電子回路ですので落としたりしないよう、ていねいにあつかってください。
ちなみにこの実験で使用する電波は大変弱いもので（電波法上の微弱電波）、人体などに対して危険はありません。


●もっと詳しく知るために

テルミンやラジオの仕組みについて詳しく知りたい人、自分でも作ってみたい人は、以下のサイトや書籍を参考にしてください。

http://www.d1.dion.ne.jp/~o_hideki/theremins/itworks.htm
ぼくらの鉱石ラジオ　小林健二著　筑摩書房

新電子工作入門　西田和明著　講談社ブルーバックス
電磁波1と電磁波２がまざった波





エンベロープ（太線）が音として聞こえる








